
【追肥と土寄せの目安】

 １回目

草丈15㎝（茎葉３～４枚）施肥は株間に。

 ２回目

草丈30㎝（20～30日後）うね肩～通路に。

 化成肥料（そ菜5号など）50ｇ/㎡を施用

 それぞれの土寄せ量は２～3㎝程度

6月に入り、雨や曇天の天候が続いておりますね。北陸地方は6月１１日に梅雨入り（速報値）が発表されました。雨の
降り方も、短時間で激しい雨が降ったり風が強かったりと、相変わらず荒れた天気でした。ショウガは植え付けから約
一ヶ月半が経ち、ようやく芽も出てきたかと思います。出てきた芽を観察して大事に育てましょう。今から雑草や害虫の
発生などが増えていきますし、今後は雨が続く天気予報になっていますので、今のうちに対策を必ず行いましょう。また
追肥などの肥培管理にも努めましょう。

令和5年6月23日

１．今年も石川県の波自加彌神社 はじかみ大祭（しょうが祭り）に参加してきました！

①除草をかねた中耕と排水対策

★畝の除草作業

 草取り（手作業）

 除草剤：バスタ（登録あ

り）使用回数／3回以内、畦

間処理（ショウガには絶対

かけないように注意する）

雑草の状況を見て早めに草取りを行う。

『追肥のポイント』
 葉色が薄くなる前に追肥。肥料切れすると生長点から4～5枚までの葉色が薄くなってきます。

 葉色が薄くなると根茎が肥大しにくくなるので、つねに新葉の緑色が抜けないように追肥しま

す。

③追肥・土寄せ（2回実施）
茎葉３～４枚時に1回目の追肥と土寄せを行う。その20～３０日後に２回目の追肥と土寄せをする。

一度に大量の土寄せをすると根茎の形状を悪くするので適量を守る。

１回目の場所

2回目の場所

『土寄せの効果』

 根の活性が高まる

通路やうね表面の土を株元に寄せることで、

土中に酸素が入って根の活性が高まる。

 雑草を抑える

草が削り取られるので除草効果も絶大。う

ね表面の土を動かすことで雑草も生えにく

くなる。

 強風に強くなる。

★梅雨時期の排水対策
 梅雨入り後、降水量が増えてい

ます。畑の排水を高めるため、

畑周囲に溝を堀る。また、畝の

手直しをする。

 近年集中豪雨などで想定外の雨

量が発生します。必ず排水対策

を実施しましょう。

昨年に引き続き、日本で唯一香辛料の神様をお祀りする石川県にある波自加彌神社にて「はじかみ大

祭」が開催され、奉納とショウガの豊作、皆様の健康を祈願してまいりました。

②アワノメイガの観察（農薬での防除や捕殺の徹底）
一番初めの芽を大事に観察し、アワノメイガの被害が無いようにしましょう。その後の生育や収量に影

響があります。

早期発見！  圃場への成虫の飛来。

 葉裏に卵をウロコ状に産み付ける。

 幼虫は、葉裏を食害する。

病害虫名 農薬名 希釈倍数 使用時期 使用回数

アワノメイガ

フキノメイガ

ハスモンヨトウ トレボン乳剤 1,000倍 収穫7日前まで 3回以内

白星病 ダコニール1000 1,000倍 収穫14日前まで 5回以内

パダンSG水溶剤 1,500倍 収穫7日前まで 5回以内

根は切らない！


